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【目的】

家庭の電気製品は、日常生活に欠かせないもので、
仕組みを知り、正しく使用することで安全に利用で
きる。

【学修到達目標】

🔸家庭内の電気製品の特長を理解できる。

🔸家庭内の電気製品を安全に使用することができる。
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１．加熱器具(電子レンジ)

•水分をほとんど含まないような根菜類や乾物を加
熱する時には、発火する可能性

•殻がある卵や栗、膜があるたらこやウインナーも
注意が必要

•飲み物やカレー、スープなどの液体を加熱する時
にも注意が必要

第７講 電気製品と安全



１．加熱器具(電子レンジ)
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2．加熱器具(IH)

IHで使える調理器具

【材質】鉄・ホーロー

【底の形】平らで密着するもの

【大きさ】左右IHは底径12～26cm

後ろIHは底径12～18cm（目安）

IHで使えない調理器具の特徴

【材質】土鍋・耐熱ガラス・陶磁器（セラミックス）

【底の形】底面がトッププレートに密着しないもの
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加熱スペースが3つあるIHの場合

加熱スペースが3つあるIHの場合



2．加熱器具(IH)
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3．冷暖房
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3．冷暖房

第７講 電気製品と安全



4．暖房

暖房器具

さまざまな種類

暖房の仕組み

メリット・デメリット

電気代

安全性

目的に応じて暖房器具を正しく使う
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課題
１．家庭内の電気製品を安全に使用するための

方法について具体的に説明しなさい。
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